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平成２５年２月１３日（水）                1 資料 1  

第５回櫛引地域審議会資料 

 

平成２５年度 櫛引庁舎重点施策について 

 

【櫛引庁舎として総括的に】 

 

 櫛引地域住民の福祉の向上と地域振興を図るため、市総合計画における地域

振興方針に基づき、下記の重点施策を中心として取り組む。 

 

１．櫛引の特性を生かした地域振興 

社会経済状況の変化や少子高齢化の進行等により、農業の担い手や伝統芸能

の後継者が減少しつつある中で、櫛引の特性を生かした地域振興をどう図って

いくかが大きな課題となっている。 

そのため、当地域の基幹産業である農業の振興を基本に据え、地域振興ビジ

ョンの三つの柱にもとづく各種プロジェクトを一体的に推進する。 

 

（１）フルーツの里整備 

   櫛引地域の特徴である果樹生産を一層振興し、観光果樹園や加工、直売の

６次産業化も促進しながら、地域農業の活性化を図る。また、国の補助事業

等を有効活用した基盤整備を図りながら、課題である生産者の高齢化や担い

手対策を推進する。 

・ 国の果樹経営支援対策事業など各種支援策による生産の振興  

・ 観光果樹園紹介所の開設支援と情報提供の充実 

・ 担い手育成のための調査研究活動の推進 

 

（２）グリーン・ツーリズムと観光の推進 

  農業体験や農家民宿、産直、観光果樹園などによるグリーン・ツーリズム

と、自然や歴史文化などの地域資源を活用した観光の推進を図る。 

・ 都市農村交流や修学旅行等の受入れ事業の充実 

・ 黒川能など特徴ある地域資源を活用した民宿村構想の促進 

・ 温泉入浴施設及び市営スキー場の適切な管理運営の推進 
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（３）歴史と文化の里整備 

  黒川能や丸岡城跡など貴重な歴史文化資源と、これらの連綿とした地域の

伝承活動を確実に保存継承しながら、さらに価値を高めていく取り組みを推

進する。 

・ 黒川能等保存伝承事業の推進（研究会開催、後継者育成、図録作成等） 

・ 黒川能保存伝承組織の支援 

・ 丸岡城跡史跡公園の適切な管理運営と必要な施設整備等活用方策の検討 

など 

 

２．地域コミュニティの活性化 

（１）地域コミュニティ機能の維持・充実 

 櫛引地域では、２１の地区自治会と自治公民館が、防犯、防災、生活環境、

社会福祉、生涯学習、さらには伝統芸能や祭りの保存伝承を担っており、それ

ぞれの活動を通して住民相互の連帯意識が醸成されてきた。しかしながら、少

子高齢化の影響等により集落機能の弱体化が進んでいる状況があることから、

櫛引ならではのコンパクトな地勢と集約された集落という特性を生かしながら、

コミュニティ機能の維持・充実に向けた効果的な対策を講ずるものである。 

さらに、櫛引地域における課題のさらなる解決を図るため、引き続き、青年

層の未婚化・晩婚化の抑制に向けた婚活支援事業や住民自治組織の活性化、ケ

ーブルテレビによる地域情報化の促進など、庁舎独自の地域活性化事業を推進

する。 

・ 広域コミュニティ組織の検討 

・ 東南地区集会施設整備支援 

・ 婚活支援事業の継続 

・ ケーブルテレビ事業の推進 など 

 

（２）協働のまちづくりの推進 

  地域住民と緊密に意思疎通を図り、協働のまちづくりを推進するための取

り組みとして、地域住民の声を吸い上げる地域審議会の充実のほか、区長会

をはじめとする各種団体等との懇談や意見交換、地区ごとに開催している市

政座談会や市長と語る会などを積極的に実施する。 

・地域審議会の充実 

・区長会情報交換研修会、市政座談会の開催 など 

 

３．行財政改革の推進と地域庁舎機能の発揮 

 事務事業や公の施設等の見直しについては、行財政改革大綱の実施計画に基
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づき、地元自治組織や関係団体等の理解と協力をいただきながら、早期に完了

するように進めていく。 

 また、地域庁舎の組織再編による新たな体制においても、直接的な市民サー

ビスや地域振興、住民の安心・安全、そして産業振興を担いながら、地域の活

性化とコミュニティ機能の強化に努める。 

  

 

≪各課の主な取り組み≫ 

 

【総務企画課】 

 

１.歴史・文化の里整備の推進 

 (１) 県指定丸岡城跡史跡公園管理事業 

史跡公園として整備した丸岡城跡については、貴重な史跡を歴史遺産とし

て、地域の活性化や観光面での活用を図るため、丸岡城史跡公園の保全管理

を、荘内加藤清正公忠廣公遺蹟顕彰会が受託者となって適切に行っている。 

平成 25 年度は荘内加藤清正公忠廣公遺蹟顕彰会(設立当時は加藤忠廣遺蹟

保存会)が、大正 2年(1913 年)に設立されてから満 100 年、山形県指定史跡「丸

岡城跡・加藤清正墓碑」が、昭和 38 年(1963 年)に指定されてから満 50 周年

の節目の年となることから地元ではさまざまな記念事業を計画している。 

また、地元から整備要望がある資料館（ガイダンス施設）については、現

在、歴史的建造物の活用も含め、教育委員会と連携を図りつつ施設の在り方

について検討している。 

 

（２）黒川能図録集作成事業 

  平成２４年度から取り組んできた貴重な文化遺産である装束と能面の紹介を

兼ねた「黒川能図録」作成は２５年度には印刷刊行し、地域内外への情報の発

信と併せ、後世に記録資料とし保存するものである。 

 

(３) 黒川能保存伝承支援事業 

  国指定重要無形民俗文化財『黒川能』は、500 年以上もの間地元黒川地区の

農民の手により連綿と受け継がれており、地域社会においてはコミュニティ

の求心力にもなっている。しかし、近年の就業構造の変化や能役者の高齢化

と少子化が急速に進行していることで、能役者不足が危惧されている状況が

ある。 

これらの課題に対応するため、櫛引東小学校においては特色ある学校教育の
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一環として、昭和 60 年度から地元現役能役者から仕舞を中心に囃子方の指導

を受けているが、現役能役者による演能指導活動を通し世代間交流と能技法

の向上を図る。 

また、子どもたちをはじめ青年層や、黒川能に関わる女性達が夢と誇りを

もって活動できるよう、黒川能保存伝承研究会を通じた、能関係者との交流

を通し黒川能の価値観を高めることによって、黒川能の保存・伝承に対する

機運の醸成を図り、地域の活性化と次世代の能役者の育成に資する。 

 

(４) 黒川能保存伝承組織の支援 

これまで事務局を行政が担ってきた黒川能保存会が、平成 25 年度より財団

法人黒川能保存伝承事業振興会と統合し新公益法人を立上げるにあたり、新法

人を軌道に乗せ、民間主導による保存伝承事業を推し進めるためには当面、行

政支援の強化が必要と思われる。ついては、今後新公益法人として展開してい

く伝承事業の推進や、地域資源である黒川能を活用した地域活性化を図ること

を目的として、その組織運営に対し、新法人育成のための補助金を新設し支援

を行う。 

 

２.確かな地域コミュニティの確立と課題解決のために 

 

(１）地域課題解決に向けた具体的な活動や支援の展開 

櫛引地域審議会においては、広域的な課題の解決や生涯学習の推進等にお

いて、行政との協働の担い手となる、櫛引地域型の広域コミュニティ推進組

織のあり方や、地域活性化に向けた住民参画型の賑わいの創出等について、

委員から活発なご意見をいただき、地域課題解決のための施策につなげてい

く。 

       

（２）地域コミュニティ活動拠点施設整備(東南地区)を支援 

住民の行う自主的なコミュニティ活動を積極的に推進し、その健全な発展

を図るため、地域づくり活動の拠点となる集会施設の整備を支援する。 

 

（３）櫛引公民館の大規模改修工事 

櫛引公民館多目的ホールの冷暖房設備は、平成 13 年度の交換から 10 年余

りが経過し、平成 23 年度後半から 24 年度にかけ故障を繰り返していたが、

設備内部の腐食が激しく、24 年夏の成人式頃より業者が対応しても冷房が使

用できない状態となり、さらに年明けには暖房も修繕不可能な状態となった

ため、将来的な経費節減も踏まえた設備内容で大規模改修を行う。 
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（４）広報公聴活動を積極的に展開 

◎公聴活動は市民との意思疎通を図る手段として重要なことから「市長と

語ろう車座ミーティング」の周知を図り多くの地区、団体での開催を勧

めていく。 

また、庁舎管理職員が地区に出向き、直接市民の意見要望を聞く「市

政座談会」を開催し、行政施策を市民に周知する機会とするとともに、

市民の声を施策に生かしていく。 

◎ケーブルテレビジョンの運営が、指定管理事業者の元で円滑に進みその

情報が地域コミュニティの充実と地域づくりに寄与できるように、引き

続き、番組内容の充実に向け指導助言を行う。 

 

３．災害に強い地域づくりの推進 

  消防機能の整備・充実を図るため、消防ポンプや積載車などの消防資機材

の計画的な配備・更新を行なうとともに、耐震性貯水槽や消火栓設備など消

防施設を整備する。【消防本部】 (櫛引庁舎関連) 

また、自主防災組織の育成・支援を図るとともに、災害発生時における消

防団、自主防災会との連携と地域住民の防災意識の高揚を図ることを目的に、

防災訓練を実施する。 

 

【市民福祉課】 

 

１.健康づくり、介護予防事業の推進 

急速な高齢化の進行に伴い要介護認定を受ける高齢者が増加する中、健康

な高齢者を増やすため、櫛引地域いきいき健康クラブ運営事業や保健師・栄

養士が地区保健福祉推進員と協力して開催する各地区健康教室において、健

康づくりと介護予防をテーマとした事業を引き続き推進する。 

  

２.高齢者が生きがいをもって安心して生活できる地域づくりの推進 

敬老会や高齢者レクレーション大会の開催、老人クラブ活動への支援のほ 

か、長寿祝賀行事の実施等を通して高齢者の生きがいづくりを行うとともに、 

区長、民生委員、保健福祉推進員、また社会福祉協議会等関係団体と密接に 

連携し、災害時の要支援者リスト・マップの作成及び更新事業、また、「くし 

びき安心カード」の配置事業等を実施し、高齢者の安全・安心な生活環境の 

整備を図る。 
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【産業課】 

 

１．農業と観光の連携による交流人口の拡大 

 四季を通じた果樹等の多品目栽培や観光果樹園、長年にわたり培ってきた都

市農村交流、更には黒川能をはじめとする農村文化など地域固有の資源を基盤

にした農家民宿の取り組みなど、櫛引地域ならではの農業・観光の振興を図る。 

  

（１）「フルーツの里」ブランド化支援事業 

果樹多品目栽培の地域特性を最大限生かしつつ、果樹生産者（観光果樹園・

直売所）や観光施設が連携し推進協議会を設置しており、産直施設に観光果

樹園紹介所を設置しながら情報提供や誘客、案内、受入れ態勢の構築を進め

ることにより、多くの来訪者が利用しやすい観光果樹園の形成とネットワー

ク化を促進する。 

また、生産者の高齢化と担い手確保に向けた具体的な取り組みとして、青

年生産者を核として「フルーツの里研究会」を組織し、生産地の現状や生産

作業の受委託、樹園地の受委託、後継者対策などを推進する。 

 

（２）都市農村交流を起点にした販路拡大等支援事業 

ＪＡ庄内たがわ青年部櫛引支部が実施している横浜市立青木小学校（平成 6

年～）や神奈川の鎌倉女子大学（平成 21 年～）との交流は、ホームステイや

農業体験の受入れなど櫛引地域活性化の大きな取り組みに発展している。引

き続き、ＪＡ青年部櫛引支部の両校での出前授業や修学旅行、農業体験の受

け入れ、産直販売交流などの活動を支援していく。 

 

（３）くしびき夏のイベント推進事業 

  第 30 回の節目を迎える「水焰の能」の特別企画として、黒川能とゆかりが

ある団体、村上市の「大須戸能」や酒田市の「松山能」などとの交流出演を

企画し、県内外からの更なる誘客と伝統芸能の保存継承に資する。 

また、「水焰の能」特設会場を活用した「第 3 回くしびき夏まつり」を開催

し、伝統芸能の発表の場を設けるなど各地域の魅力を紹介しながら、農・商・

工・観が連携した一大イベントとして櫛引地域の一体感の醸成及び賑わいの

創出を図る。     

 

（４）民宿村構想の促進    

全国から訪れる黒川能（王祗祭ほか年 6 回の奉納能等）の観能客などを対

象に、四季を通じた宿泊、体験、食のもてなしを提供できる場として、「黒川
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能の里」ならではの農家民宿による受け入れ体制構築による地域活性化を目

指す。 

民宿開設者や開設を希望する黒川地区等の農家 8 名が構成員となり「黒川

能の里の会」を組織して、民宿経営におけるスキルアップを図りながら、平

成 24 年度は、山形県観光物産協会と連携した着地型旅行企画の受け入れや、

鶴岡食文化産業創造センターとの連携による研修会等に会員自ら取り組んで

いる。 

今後も鶴岡市グリーン・ツーリズム推進協議会はじめ関係団体と連携を図

りながら「黒川能の里の会」の活動を支援し、「民宿村構想」の具現化を進め

ていく。 

 

２．くしびき温泉ゆ～Town 管理運営事業 

長引く景気低迷や人口の減少、施設の老朽化に加え、類似施設の開業などの

影響があり、年間利用者はピーク時の 66％（H23 年度：15 万 4 千人）まで落

ち込んでいる。徹底した経費削減などに取り組んだ結果、平成 23 年度は単年度

680 万円の黒字を計上するなど一定の成果がみられたものの、平成 24 年度の利

用者は対前年比 92％程度で推移し、厳しい経営状況が続いている。 

施設の安定経営に向け、日帰り温泉関係第三セクターの経営統合に向けた検

討を進めるとともに、市と指定管理者による経営対策会議を継続して開催し、

安全対策や集客につながる施設や設備の改修も行いながら、地元住民への働き

かけなどを強化し、利用者の確保に努める。 

 

３．櫛引たらのきだいスキー場管理運営事業 

少子高齢化や冬季レジャーの多様化、更には若者のスキー離れ等の影響もあ

ってスキー人口はピーク時の 50％前後で推移しており、収支的にも大変厳しい

状況が続いているが、運営の合理化や見直しを進めつつ、法令に基いて安全面

に配慮しながら運営を行う。 

特に基幹設備であるリフトについては、設置から 27 年が経過していることか

ら、安全確保に必要な整備について優先順位を設定しながら年次的に整備を行

っていく。併せて圧雪車などの備品についても老朽化が進んでいることから、

適切な維持管理について努める。 

 

【南部建設事務室】 (櫛引庁舎関連) 

１．生活・産業基盤を支える市道等の計画的整備 

（１）冬期間の通勤・通学など生活路線を確保する防雪柵の整備 

 ・市道上山添下山添線（防雪柵）の早期完成 



 

 

 

平成 24 年度 

第４回 櫛引地域審議会 

会 議 録 
 

 

 

 

期 日：平成２４年１１月２１日(水)13:30～ 

場 所：櫛引公民館多目的ホール 
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平成 24年度 第４回櫛引地域審議会 

 

○日 時：平成 2４年 11月 21日(水) 午後 1時 30分から午後 4時 27分まで 

○会 場：櫛引公民館多目的ホール 

○出席者：敬称略 

（委員）前田勝、斎藤ゆう子、小野寺雄司、秋山文雄、渡会昇、佐久間泰子、秋山武彌、

佐久間忠勝、伊藤信、成田勇、齋藤美恵、清和ふみ子、今野亨 

（市側）櫛引庁舎支所長佐藤孝朗、総務企画課長今野勝吉、同課主幹菊地ゆかり、市民福

祉課長本間俊司、産業課課長齋藤功、同課主幹佐藤浩、総務部南部税務室室長菅

原ゆり、建設部南部建設事務室室長佐藤正明、企画部企画調整課長髙坂信司、企

画調整課主査佐藤豊、同課専門員長南徹、地域振興課地域振興専門員三浦裕美、

市民部次長兼コミュニティ推進課長門崎秀夫、コミュニティ推進課主幹佐藤正哉、

同課主査清野健、総務企画課コミュニティ防災主査蛸井弘、同課総務地域振興主

査菅原正一、同課コミュニティ防災専門員眞壁建、同課主任梅津一成、同佐藤文

博 

 

－次第－ 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 報  告 

（１）鶴岡市総合計画実施計画の策定について 

（２）鶴岡市地域コミュニティ基本方針の策定について 

４ 協  議 

（１）地域協議テーマについて 

（２）その他 次回の開催予定 

５ そ の 他 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

１、開  会                                13:30 

  総務企画課長 

２、あいさつ 

前田会長 挨拶 

皆さんこんにちは。月山をはじめとする四方の山がすっかり冠雪いたしまして愈々冬将

軍の到来を実感するようにな季節になりました。さて、去る 18日の午前中、たらのき代地
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内で田代地区の方が熊の親子に襲われて大変な怪我をされまして、心からお見舞いを申し

上げたいと思います。熊が人里近くへ出没する事案は全国的なものになっておりますが、

山に食べ物がないという状況や、熊が人を恐れなくなっているとも言われており、また、

有害鳥獣駆除の関係では、猟友会メンバーの減少も課題になっているようであります。 

また、去る 10 月 27 日に私の地元の住民が、秋の山にきのこ採りに出かけ行方不明にな

る事件がありまして、この折には関係機関はもとより、地元自治会の方々にも捜索にご協

力をいただきました。 

行方不明になったところは、県境を越えて新潟県に入ったところで、地元櫛引から往復

で 150キロほどのところにある深山幽谷であります。 

地区の方４日間で延べ約 100 名の方々から無償でご協力をいただきました。救出が先で

ありますので、色々会議を開き決めてから行動するというのではなく、超法規的な形で協

力をいただきました。今回の地域協議テーマとも関係する、お互い様の社会・コミュニテ

ィとは言っても、今回の事故で地区の方々に捜索までの協力はいただけないのでは、との

思いが内心ありましたが、多くの方から献身的な協力をいただけたことに、大変な感動を

覚えましたし、地域のコミュニティ力はまだまだしっかりとあることを実感いたしました。

行方不明の方は、結果として 10日目に亡くなって発見されるという大変不幸な出来事であ

りましたが、一方では地元の自治会にとっても大変な、教訓となる出来事でありましたし、

関係された方々に、心から感謝を申し上げたいと思います。 

さて、本日は市当局から大きな報告が二つございまして、一つは鶴岡市総合計画実施計

画の策定についての説明を、企画調整課髙坂課長さんをはじめとしたスタッフの方々、ま

た、鶴岡市コミュニティ基本方針の策定について、市民部の門崎次長さんをはじめとする

コミュニティ推進課スタッフの方々から説明をいただくこととなっております。 

これらは、どちらも櫛引地域審議会の協議テーマとも関連してくる重要な事項でもあり

ますので宜しくお願いしたいと思います。 

概ね終わりの時間を、４時を目途に進めてまいりたいと思いますので宜しくお願い申し

上げます。 

 

櫛引支所長 

皆さんこんにちは。本日は、大変お忙しい中ご出席を賜りましてありがとうございます。 

今日は、あいにく公民館の暖房装置が今日に限って機嫌が悪くなってしまいまして、只

今業者を呼んで調整をしておりますので、代わりのこのような暖房での会議をご容赦願い

たいと思います。 

また、日頃より皆様には市政各般にわたり、格別のご指導並びに協力を賜っております

ことにこの場を借りて厚く御礼を申し上げます。 
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本日の地域審議会については、新しい委員に変わりましてから３回目の会議になります。

先ほど前田会長さんからもありましたが、本年度の協議テーマについてこれまでの討議を

踏まえて、ものを深めるこれからのプロセスをご相談していただくことになりますが、そ

れに先立ちまして、鶴岡市の総合計画実施計画とコミュニティの基本方針素案について、

各部よりご説明をさせていただき、皆様方からご意見を頂戴したいと考えております。 

この２つの報告はどちらをとりましても、鶴岡市にとっても、櫛引の地域審議会の協議

テーマにとっても密接に関係する重要な事項でもありますので、大変中身が盛りだくさん

ではありますが、最後まで宜しくご審議を賜りますようお願いを申し上げまして、挨拶に

代えさせていただきます。 

本日は、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

配布資料の確認     ・・・総務企画課長 

本所の出席職員の紹介 ・・・総務企画課長 

３ 報 告 

(1) 鶴岡市総合計画実施計画の策定について   

・・・企画調整課佐藤主査が説明 

斎藤ゆう子委員 

実施計画資料の 15頁に、雇用機会の創出に関して新規に「本市独自の緊急雇用対策事業

を通じて」とありますが、今本市の雇用状況は大変厳しい状況にあり、櫛引でも閉鎖した

繊維関係の事業所があると聞いております。住民の中にも雇用状況が整わなくて大変な思

いをしているようですが、新規の緊急雇用対策事業というのは、具体的にどのようなこと

を考えているのかお聞きしたいです。 

企画調整課長 

 従来、国の経済雇用対策で、国で予算措置をしてきたものがございます。国から県へ支

援し県で基金を造成し、県が支援をする仕組み。これについては鶴岡市でも活用して雇用

者の賃金に充当したり、あるいは民間事業者においてもその資金を活用して雇用を創出す

るという枠組みがございました。ただ、これがほぼ今年度でこの国の事業は終了する状況

になってございます。しかし、国の仕組みがないという中で、雇用が維持されるのが非常

に難しく事業の終了をもって打ち切りになると、影響が大きい部分もあるのではないかと、

そういった事情を勘案して、来年度の予算として鶴岡市独自の予算措置として雇用対策の

事業を実施するものであり、そういう主旨で新規で記載させていただいているものでござ

います。 

会長 

 今の段階ではまだかも知れませんが、予算規模ではどのくらいを考えているのでしょう
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か。 

企画調整課長 

今のところ予算規模を明示している形ではございませんが、現在予算編成作業というこ

とで各課から予算要求を積み上げてもらっているところでございます。それを集約して全

体の内容を見ながら予算措置をしていくということで、総額を決めているというわけでは

ございませんが、これからの予算編成の中で明らかになってくると思います。 

会長 

ちなみに丸岡城跡の発掘整備は、過去のこの緊急雇用対策で手をつけることができたと。

だいだい 8 千万近く出ていると思います。緊急雇用対策があったからできた、そういう事

例でもありす。 

佐久間忠勝委員 

５点ほど質問いたします。１点目は 23頁の広域なコミュニティ活動の推進についてです

が、このことは櫛引地域審議会で協議テーマとして取り上げて議論していくこととしてい

ますが、平成２５年度から３カ年で進めていく中で、温海・櫛引についての拠点整備の取

り組みはどのように考えているのか１点目です。 

２点目ですが、30 頁に慶大先端研の世界最先端の研究開発の促進ですが、県の評価委員

会からも非常に高い評価を受けている先端研の取り組みとは、具体的に何であるのか勉強

不足の面もあり、恐縮ですが教えていただければと思います。 

３点目は、同じく 30 頁の高等教育機関の連携の促進ですが、この前大学の認可問題で、

マスコミで何度も報道されたことで、大学の設置については改めて考える機会になったよ

うに思います。東北公益文化大学の学生が少なくなっているという報道もあるようですが、

定員割れ等あると国の補助金も削減になるとも聞いており、公益大も含め当初誘致した時

の学生数の計画と、今の現状はどうなっているのか、改善点、方向性などについてお聞き

したいと思います。 

４点目は、32 頁の鳥獣被害防止対策の推進については、サルのことについて具体的に言

及されてますが、先程の説明や会長の挨拶にもありましたが、熊の出没や被害についても

深刻な状況があります。自然の動物を守ることも大切ですが、人的被害が出てからでは遅

すぎる感もありますので、サルの被害対策だけでなく、熊の対策の表現も入れながらもっ

と力を入れていくことが必要でないかと感じました。 

５点目は、34 頁の農林水産業の 6 次産業化についてですが、このことについては何年も

前から言われてきておりますので、私もイメージできる部分もあるんですが、農林水産業

の生産者と中小企業者との連携が、具体的にどういうことが考えられるか、あるいは行わ

れているかを具体的に教えていただければと思います。 
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市民部次長 

ご質問にありました、一点目の広域コミュニティ化推進の関係についてお答えをさせて

いただきます。後程、そのあたりについても改めて説明させていただくことになりますが、

温海地域の地区公民館の実態ですが、温海地域については地区公民館が４つありますが、

実態としては自治公民館との併置になっている状況があります。ただ、組織としてはコミ

ュニティ組織もありますので、活動母体としてはあるものと認識しております。櫛引地域

にあっては、櫛引公民館１館しかないという状況で、それぞれの単位自治組織が比較的大

きく、その自治組織単位毎に活動しているものと認識しております。 

この実施計画については、平成２５年度から２７年度までの３カ年ということでありま

すので、今後の主な取り組みの中には、藤島、羽黒、朝日地域での地区公民館の地域活動

センター化への取り組みや再編を考えております。櫛引地域と温海地域については、広域

的コミュニティのあり方を含めた検討をいただいていることから、拠点施設をどういうふ

うにするかも含めて、引き続き検討を進めていくことになります。 

企画調整課長 

残りの４点についてお答えいたしますが、直接の所管でないため回答として不足する部

分については、ご指摘をいただきたいと思います。 

2点目の慶大先端の研究の成果でありますが、資料９頁になりますが「知を活かす『学術

文化都市』」というなかで、「○がんコホート研究」あるいは、「○バイオ研究の産業化」の

中で、メタボロームという言葉がここに記載されています。慶大先端研については、新し

い理念に基づきバイオ、生命科学を研究するとしていて、メタボロームというのは情報、

細胞の中の代謝物質を網羅的に精密に測る技術でありまして、このことについては、世界

の最先端をいっているとの評価をいただいているものであります。この応用範囲について

は、病気の診断や、食べ物の食味や機能性等の物質の測定、あるいは生命活動をしている

細胞の中でどういう物質が生まれているかや、環境の分野、医療分野、あるいは食品や農

業の分野等でも使われ、大変幅広く用いられております。基礎的研究を慶応の方で行いな

がら、そこからベンチャー企業が２社起業したり、地元の産業との連携あるいは健康診断

分野での研究の中で、市民の健康確保に向けた取り組みも進められています。また、地元

の人材育成面でも中央高校さんや市内の高校生が、慶応の研究所で指導を受けながら学術

研究をする取り組みも進められておりまして、非常に広範な取り組みが進められていると

いうところでございます。 

捉え方としてこの慶応の研究所の成果、評価の一例ということになりますけれども、非

常に広範囲な成果があると捉えていただければありがたいと思います。 

２つ目の質問になりますが、主には公益文化大の件になるかと思いますが、公益大につ

いては平成 13年に公設民営、県と庄内１４市町村で資金を出して学校法人を作って運営し
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ていくと形で進めてきております。平成 13年に酒田市に学部ができて、17年に鶴岡市に大

学院ができました。そういう役割分担をしながら進めてきたところでございます。ただ、

学生の現状としては、どちらも入学定員に満たないという状況になっており、経営的に非

常に厳しい面があるかと思います。今年度から理事長をはじめとする体制が変わっており

まして、よりこれからの時代に求められる経営、学校運営の検討をしながら進めていく状

況になります。これについては、新しい学校法人で検討することを第一義としながら、鶴

岡市としてもその動きを注視しながらどういった支援が望まれるのか、ということに合わ

せて対応していくとものであろうと考えているところでございます。 

４番目の鳥獣被害の件ですが、ご指摘のとおりサル被害を中心に書いておりますが、鳥

獣被害は非常に広範に渡るものでございます。国の鳥獣被害に対する支援という仕組み的

なところも有効に活用しながら、東北一広い面積を有する鶴岡市でありますので、他の自

治体との関係の中で果たして適正なのかという点もありまして、国に対して制度改善も求

めているところでございますけれども、そういった資金を活用しつつ、駆除には猟友会の

組織体制が非常に重要であるという認識の下に、猟友会に対する支援ですとか、猟銃の資

格取得に関する支援ですとか、そういったところは助成制度を設けながら進めていくとこ

ろであります。 

５点目の農商工観連携の中での中小企業の取り組みでは、３６頁に記載の通り 1 月に関

係 15 機関で設置とするということで進めております。そこの中で連携のプロデューサー、

コーディネーターを配置しながらマッチング事業ですとか新しい事業を生み出していく取

り組みを進めているところでございますので、まずは協議会なり、つなぎ役をするところ

のプロデューサーなどの動きを中心としながら、色んな動きを進めていければというとこ

ろであります。 

佐久間忠勝委員 

５点目の中小企業との連携の関係で、具体の中小企業と農林水産業の関係で興味があっ

たものですから、具体の事例等をお聞かせ願えればありがたいと思います。 

佐藤主査  

例として挙げますと、月山筍、孟宗竹の商品開発、県産大豆を活用した新商品の開発・

販売、おかゆ・笹巻きを活用した加工品のラベルの製造、pH検査器の購入、ドライフルー

ツの開発などが取り組まれるなど、農林水産業と流通、販売、加工といったところの６次

産業化が進められているところであります。 

成田勇委員 

農林水産業と商工観光の振興が、地域の元気には欠かせないものだと思います。そのた

めには、それぞれに数値目標を出しながら進めて欲しいと思います。例えば農地集積の数

値目標については大幅に遅れていて、その原因はどこにあるかですとか。率直に問題視し
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て議論を進めるという視点から、それぞれ数値目標を見える形で出しながら進めていただ

ければと思います。例えば、６頁の食育の関係では、学校給食でどれ位地元の食材を使う

かといった数値目標や、担い手育成の支援を行うことについてなど、我々に実際見えてこ

ないという問題がありますので、進め方について、このような感想を持ちながら見たとこ

ろであります。 

12 頁の職員地区担当制度の導入がありますが、具体的な内容についてどうなのか。勤務

とか、職員によっては我々の地域の課題を捉えきれない部分もあるのではないかという心

配があります。もう少し明確にお話をいただければと思います。 

 17 頁ですが、櫛引区長会の研修で鶴岡の東京事務所を訪問した際、婚活の話題がでまし

た。東京あたりでも、田舎で結婚して暮らしたいという人がいるようだと。そういう問合

せもあると聞きました。首都圏とのネットワークが大事だろうと思いますけれども、この

辺を大事にしながらどのように進めようと考えているのか、伺いたいと思います。 

企画調整課長 

はじめに、数値目標設定の件でありますが、皆さんにお示ししている資料につきまして

は、６つの分野で数値目標を掲げているものと、進捗状況についてお示ししている状況の

ものになっております。総合計画の策定の中では、個々の政策については今のところ数値

目標を設定してこなかったという状況がございまして、個別の計画の中でできる限り具体

的な数値目標を設定していくという形で進めているところでございます。食育や地産地消

の部分でも今年度計画を策定しているところでございまして、数値目標の設定について地

域審議会から意見があった旨、担当にもお伝えしたいと思います。 

これからにつきましても、事業を進めていく中での一つの目標としての数値化を、でき

る限りすすめていく必要があるのではないかという認識もありますので、全体的にという

よりは個々の政策を考えていく中でのこととして、進めさせていただきたいと考えており

ます。 

２つ目の職員地区担当制度の導入については、コミュニティ推進課の方からお答えさせ

ていただきます。 

３つ目の首都圏の関係でございますが、１７頁のところで「首都圏の人材、ネットワー

クの活用」ということで、主に企業誘致のテーマとして捉えているところでありますが、

ふるさと鶴岡産業活性化懇談会という会を設けたり、東京事務所を拠点としたつながり、

ネットワーク形成の取り組みを進めているところでございます。ネットワークの形成につ

いては４１頁のところに「鶴岡サポーターズの拡充」ということで、ふるさと鶴岡産業活

性化懇談会の取り組みのほか、観光大使の任命ですとか、ふるさと納税の推進、そういっ

たことを明示しながら、鶴岡を応援してくださる人たちをサポーターとして捉えて、その

ネットワークを広げていこうと取り組みを進めているところであります。 
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市民部次長 

 職員地区担当制については、防災ではなくて地域づくりの職員地区担当制度等の導入に

ついて、第２次の総合計画でも方向性が示されているわけですけれども、職員の担当業務

だけでなく新たに地区を受け持ちまして、住民の皆さんとかかわりを通じまして、地域の

実態を把握して、地域づくり活動の支援を行っていく必要があるのではないかということ

で、検討している制度でございます。 

温海地域においては４年目になりますけれども、座談会方式でありますが、２７の単位

自治組織に職員を配置しまして年に１、２回程度座談会を行って地域課題の発掘、解決に

向けての検討を進めている状況にございます。 

具体的な導入にあっては、６地域で自治組織の形態がかなり異なっておりますので、中

学校単位の自治組織がある地域、櫛引のような２１の単位自治組織がある地域もあります

し、地区単位に職員を配置するのか、それぞれ多様な地域性がありますので、どのような

関わり方がいいのか、関係課と検討しているところであります。 

６地域統一した形の制度にはならないと思いますけれども、住民の皆様からも意見等を

お伺いしながら実効性のある制度を検討していきたいと思っております。 

佐久間泰子委員 

空き家対策の推進が、今回でてきておりますが、いつ頃を目処にして条例が制定される

のでしょうか。 

企画調整課長 

 空き家対策に係るご質問ですが、調査につきましては平成 22 から 23 年にかけて全市的

に行っております。空き家対策については鶴岡市だけでなく山形県にあっても課題として

いるところでございまして、空き家対策に係る条例提案の準備をすすめているところであ

りまして、年度内には近々には提案できる状況でないかと思います。その具体の内容につ

いては、議会に提案の時点で明らかになると思いますが、議会にお諮りをして議会審議い

ただくことになります。 

会長 

それでは、資料 2 の庄内南部定住自立圏構想の推進について、も含めて他にございませ

んか。それでは、時間の関係もありますので総合計画実施計画については、この辺で区切

らせていただいて、次に進めたいと思います。 

 

(2) 鶴岡市地域コミュニティ基本方針について  

・・・コミュニティ推進課清野主査が説明 
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会長 

今、基本方針の素案を説明いただきましたが、説明にあったとおりご意見を用紙に書い

て出してだしていただくこともできますが、今、質疑等あればお願いしたいと思います。 

佐久間忠勝委員 

別紙A3の地域コミュニティの現状と課題について(案)の中で、(3)行政上の課題とあって、

地域活動拠点の整備、区長制度、あるいは補助制度に不公平感を生んでいるとありますが、

どんな不公平があるのか関心がありましたので、細かいところは結構ですが大きいところ

を少し説明いただきたいと思います。また、その右側に現状を踏まえた課題の案とありま

して、合併未調整項目の調整の記載ですが、合併して 7 年も経ちましたので、かなり調整

は進んだと思っておりましたが、色々細かいものはあるかと思いますがこれも大きいもの

で、支障のない範囲で教えていただければと思います。 

清野主査 

今のご質問は、不公平感・未調整項目ということで、どちらも同じことになるかと思い

ますが、大きな部分ということで例として挙げますと、一つは防犯灯の維持管理に係る経

費負担に関してがあります。例えば鶴岡地域では、防犯灯電気料の 95％を自治会へ補助す

る制度があります。そういう制度が無い地域もありまして、また、温海地域では一部総合

交付金化が導入されておりますが、その中でいくらかそれを見ているという状況もありま

す。そういった防犯灯の電気料やあるいは設置に係る補助制度が同じでないといった相違

があり、議会等においても何度となく取り上げられ、その調整が課題となっているもので

あります。また、自治公民館に対する補助制度の違いもありまして、改修や修繕費用への

助成についても、それぞれの地域の合併以前の各方式をそのまま継続しているものがあり、

一つの市になったということで、一定の整理も必要であると考えております。 

その他には、単位自治組織に対する補助金・交付金も、ある地域と無い地域があります。

地域によっては区長さんに対する報酬のみのところですとか、櫛引地域であれば区長さん

への報酬の他に自治組織への補助金もある訳ですが、そういったことが関係者の間で、ご

不満が生じているという実態があります。 

今、申し上げたようなことが合併後調整されずにきたものですから、合併未調整項目と

なっており、不公平感を生むものになっていることから調整していく必要があるものと認

識しております。 

成田勇委員 

先程、21 頁からの説明を飛ばしたようでしたが、行政による地域コミュニティの関連施

策というのがありますが、これはどこの課が主体となって進めるのでしょうか。これを櫛

引地域にあてはめるとどういうことになるのかということが一つあります。 

広域的コミュニティという言葉と地域コミュニティという言葉が、多く出てきますけれ
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ども、その辺の関連で 21頁からのコミュニティ関連施策というのは、どなたが進めること

になるのか分からなくなってくる時があります。例えば、生涯学習なんかを進める施策な

んかは、市の社会教育課からどおーんと降りてくるだけになるのか見えにくい感じがしま

す。 

それから、自治組織への補助の総合交付金化の話もありましたが、総じてこういったも

のは低位平準化の方向に進み、低い方へ流されていくやり方が危惧されますので、その辺

の進め方は、是非慎重にやっていただきたいという意見を添えておきたいと思います。先

ず、21 頁からの施策はどの課が主体的にやっていくことになるかをちょっと教えてくださ

い。 

市民部次長 

21 頁からのコミュニティの関連施策については、項目の頭出しをさせていただいており

まして、行政各般にわたる組織で横断的な部局・課が所管になる事業であります。これに

ついては、先程総合計画実施計画でも説明しておりますので、その中で調整・推進をして

いくものではありますが、より地域コミュニティの維持・活性化を図っていく視点に立っ

て、行政の施策を整理してすすめていくものであり、各分野にわたるものであります。行

政の縦割化の問題もありますが、地域コミュニティの活性化に向けては、より組織横断的

な対応ができるような検討も併せて進めて参りたいと思っております。 

それから、生涯学習の取り扱いについてのお話しもありました。この櫛引地域にあって

は、21 の単位自治組織でこれまで生涯学習事業や地域福祉事業も含めて、地域づくり事業

をすすめてきていただいていると認識をしております。その中で生涯学習事業についても、

今後更に少子高齢化が進む中で、より地域づくりと密接した取り組みが求められていくの

ではないかということで、教育委員会サイドと市長部局がそれぞれ更に協力連携を図って

一体的に進めていく必要があるのではないかと考えております。 

生涯学習に対する補助金や自治活動に対する補助金については、申請等窓口の一本化と

か、使い勝手の良い行政支援のあり方とかも併せて検討しているところでありまして、実

は今年度からは、これまで教育委員会で所管していた生涯学習推進費の補助金や自治公民

館の整備に係る補助金について、市長部局に移管なっておりまして、地域づくりに関連の

強い生涯学習部門を市長部局へ移管し対応しているところでございます。 

総合交付金についても、低位平準化にならないよう慎重に、というご指摘をいただいた

ところでございますので、承っておきたいと思います。何れにしても生涯学習と地域づく

りの推進を、それぞれの地域の実情にあった形で一体的に進めて参りたいと考えておりま

すので、宜しくお願いいたします。 

それから、先程合併してから７年経過しても未調整項目が・・・、という趣旨のお話し

もありましたが、これらの項目については合併後概ね５年後を目途に調整していくことと
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していたもので、この地域コミュニティ等に対する各地域間の支援の違いは、組織のあり

方・構成の違いもありますので、これらを一律に調整するのが、合併調整ではないと考え

ております。そういう意味で、合併未調整項目の調整という意味ではなくて、これから少

子高齢化や人口減少が更に進むことを見据えた中で、どういう姿が最も望ましいのか、自

治組織の組織体制やその組織に対する行政支援のあり方も含めて、改めて検討していきた

いということでありますのでご理解を賜りたいと思います。 

成田勇委員 

今ご説明で、生涯学習の一部が市長部局へ移管になっているというところが、私は少し

合点がいかないところがありまして、移管になった結果先程の 21頁からの関連施策の中か

ら生涯学習の推進の施策が落ちてしまうのでないか。一方では、18 頁には 4 番目に生涯学

習事業のステップアップが入っている訳です。それが、具体の施策になると抜けているよ

うにも思います。この辺の捉え方が、教育行政というものを短絡的に市長部局に持ってい

くだけで済まないものがあるのでないか、と私は思っています。今年度教育課廃止で総務

企画課に吸収されていく中で、なんとなく公民館活動とうものが停滞してくるんでないか

という危惧を持つわけです。そういうところの配慮が、きめ細かくないのではないかとい

うことを、まだ思っています。温海・櫛引は別に考えていくとしても、この具体的な施策

は、温海・櫛引も別ではなくて一緒だということなんでしょ。我が地区では広域的コミュ

ニティというものの意識を頭の中で整理するのは新しいことでもあるので、丁寧な説明が

必要だとも思っています。 

広域コミュニティというと鶴岡のコミュニティと同じようにするのか、藤島・羽黒が進

んでいるようですけれどもコミュニティセンターと同じような姿になるのか、そうなるの

だとすれば、鶴岡のコミセンのこれまでの色んな取り組みの総括が十分されているのかと

いうことも思いますし、そういうもの無しに、これから同じように進めていくのだとすれ

ば問題があるのではないかという意識を持っております。資料や今日の説明を聞いて、き

め細やかさが不足しているのではないかという感想を持ちました。 

市民部次長 

 きめ細かな説明・表現が不足であるのでないかというご意見もいただきました。広域的

なコミュニティ組織については、市全体の基本方針のような形で出しております。櫛引地

域は 21の単位自治組織にこれまで集約されてきたわけで、その自治会活動の中で生涯学習、

社会教育事業、生活福祉事業等を実施されてきたと認識しております。しかし、全市的に

みた場合 50世帯未満の小規模な集落が半数を占める状況がありまして、昨日朝日地域に行

ってきましたが、朝日地域にあってもかなり小規模な集落がありまして、基本的には単位

自治組織の維持がベースにはなりますが、今後ますます人口減少等が進んでいく場合、小

規模な単位自治組織の機能を補完する形として、より広域的な自治組織の育成が効果があ
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るのではないかと思っております。 

 生涯学習支援につきましても、これまで築き上げてきたものを踏襲する中で、これまで

以上に地域づくり活動と一体的に取り組む方策を考えていく必要がある、ということをベ

ースにしていることをご理解いただきたいと思います。 

会長 

今年度から、教育課分室が無くなったことで、総務企画課へ包含されてますが、これま

で公民館係が担ってきたことは、全部ではないにしても市長部局へ移ったという理解で良

かったですか。 

市民部次長 

櫛引地域にあっては、櫛引公民館がありこれは引き続き存続しており、本所では教育委

員会社会教育課で所管をしております。現時点では総務企画課職員についても社会教育課

職員併任の形をとって担当しております。 

最終的に、今、他の地区で進めようとしている地域活動センター化が図られ移行になっ

た段階においては、市長部局・市民部の方で総合的な活動拠点施設としての運営を行うこ

とにはなりますが、全市的な社会教育事業の取り組みについては、教育委員会サイドで所

管をしていくことに変わりはありませんし、市長部局と教育委員会が連携を密にして、生

涯学習や地域づくりが一体的に行われるように考えておりますので、ご理解いただきたい

と思います。 

櫛引支所長 

今回の組織改編で、地域庁舎にあっては生涯学習・社会教育の推進担当は総務企画課に

包含されたものであります。委員がおっしゃる櫛引庁舎でどこが担当かということからす

ればそれは、総務企画課ということになります。ただ、総務企画課は、実際は公民館の仕

事をそのまま引き継いで、またスタッフも引き継いで公民館係という発令はありませんけ

れども、教育委員会の社会教育課職員の併任発令も受けてやっておりますので、担当は総

務企画課になります。 

本所においても教育委員会の社会教育課とコミュニティ推進課で一部組織改編を行った

理由は、各地域レベルでの生涯学習の推進は、先程次長さんの説明にあったとおり、地域

づくりと生涯学習の振興は一体であるという、その認識のもとにより迅速に仕事を進める

ためには教育委員会よりも市長部局で包含してやった方が、これからはより効果的ではな

いか、という判断に基づいて市長部局に移管をしたものであります。 

また、こういった事例は全国的にも各地において、教育委員会の機能について議論があ

ります。従来の教育委員会の機能と市長部局の権限の中で、今の時代に教育委員会があく

までも従来の仕事を抱えて、首長から独立して各種の施策を進めるのは、今の時代にあっ

ているのか、という問題意識の中からこういう話がでてきていると思いますが、鶴岡市は、
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より首長部局の権限のもとに、生涯学習と地域づくりを一体的に進めようという判断をし

たものであることをご理解いただきたいと思います。 

会長 

いま、支所長からも補足していただき良かったと思います。時間の関係もありますので

他にどなたか関連で質疑があれお願いします。 

佐久間忠勝委員 

今の話とも関連しますが、先程の説明の中で広域的コミュニティづくりについては、温

海・櫛引は別に考えていきたいという説明でした。その別に考えるというのはどういう意

味になるのかなあと若干の不安があります。というのは、行政施策の概要として、ここに

重要な部分が示されています。例えば 1 番に人的・財政的支援がありまして、10 番のその

他まで、かなり重要な部分になりますが、行政施策としてやっていきますよということで

す。そうすると、温海・櫛引についてもこのようなことが確実にやれるのかどうか。当然、

人的・財政的支援を含めて、重要な部分はクリアできるような体制、あるいは進め方考え

方でやってもらわないと将来に大きな影響が出てくると考えられます。各地域ごとに、経

過とか歴史があって違いがあることは我々も承知しています。しかし、これから大きいも

のに向かって進んでいこうとする中で、市の行政施策の恩恵といいますか、対象にならな

い部分が出てきては良くない訳ですので、その辺を行政指導も含めて、せっかく合併した

訳ですから将来不利にならない方向で、十分考慮して考えていただきたいと思います。 

市民部次長 

広域コミュニティ化の方向性・方針は、6地域とも変わりございません。ただ、これまで

小学校区単位とか、地区公民館単位、旧町村単位で広域コミュニティ化を進めていこうと

するところと、櫛引地域のように合併当初 44 あった単位集落を 21 まで集約してきている

地域とは事情がことなります。当面、藤島・羽黒・朝日で地区公民館的な拠点施設があっ

て、広域コミュニティ化をすることが当面の課題となるところを、先行して進めるという

ことであります。 

櫛引地域でも 21の自治組織ではありますが、30世帯以下 40世帯以下の集落があること

も事実でありますし、これから遠い将来を見据えた場合、より広域的な組織は小学校区単

位がよろしいのか、中学校区単位がよろしいのかその地域その地域で違います。冒頭、温

海の例を申し上げましたけれども、温海地域には、実態としては地域公民館はないが組織

はあるようです。それで、その組織の活動も一部やっておりますので、そこで補完機能を

発揮してもらうとかもありますが、そのあり方も含め、またこの後の協議テーマでも検討

なると思いますが、櫛引地域においてはどのような広域コミュニティがよろしいのか、ま

たそれはどのような組織がよろしいのかも含めて検討してまいりたいと思いますので、宜

しくお願いします。 
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会長 

それでは、時間の関係もありますので、コミュニティ基本方針の素案に係る質疑は打ち

切って宜しいですか。それでは、一旦休憩後、協議テーマに係る資料 4 の説明からお願い

したいと思います。 

 

－休 憩－ 

 

 － 1資料 4 について、総務企画課長が説明 － 

   

会長 

只今、わかりやすい資料提示をいただきました、大変参考になると思います。 

成田勇委員 

今、良い資料と丁寧な説明がありまして大変良かったんですが、最初に櫛引の区長会に

広域コミュニティの話が、庁舎から初めてで出てきたのが 2 年前ですか急にありまして、

その当時、それは小学校区を単位とした広域コミュニティの話で、そんなのは今現実に櫛

引にあるのかという話になって、これまでの機能は一体どうなるのかということが区長会

の中で議論になったことがあったのを思い出しました。３頁のところの藤島庁舎のところ

のこの関係図、私も藤島に少しかかわっていましたので、藤島の町内会公民館というのは、

我々の公民館とは全く違うんです。先ほど説明があったように、藤島の町内会公民館はち

ょっとした集落の集まりや、お祭りの準備だとかの利用で、主体は藤島公民館とか東栄が

主体になって動いてきたと思います。櫛引もそういう風になるのではないかという心配が

当時あって、櫛引公民館そのものの機能を更に充実させて、そこを広域コミュニティの中

心に置きながら動く、という絵を出してもらいながら議論したのであれば、もっと議論は

進んだようにも思います。当時は、最初の出し方を間違えたところから躓きがあったよう

に私は今の説明を聞いて思いました。 

そういう面では、櫛引に当てはまる広域コミュニティというのは、まさに中学校区を単

位とした広域コミュニティを議論していくのが、現実的なのではないかという感想を持ち

ました。これはあくまで私の感想です。 

会長 

 他に発言はありませんか。無ければ、時間大変押しておりますので、この審議会の協議

テーマのまとめは、来年の 12月位までで良いようですので、今までの話しであるとか、今

日の基本方針の素案を踏まえて、少しじっくりと櫛引方式はどういったものが良いのか、

そして全市的にも通用・連携していける櫛引の組織はどんなな風なものが良いのかを考え

ていく必要があると思います。 
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私は、何回か言ってますけど、櫛引は櫛引方式で今まで多くの人材を育ててきた訳で、

その人材を育ててきたというのは、色んな事業を通して人を育ててきた経緯があるので、

そこのところはこれからの協議の中でも、先ずは未来を考える時に、過去に一体どうやっ

てきたのかということにもう一度立ち止って、残すべきものもあるし、変えていくべきも

のもあると思います。当然時代のトレンドもありますから考えていかねばなりませんが、

明年の 12月までということでありますので、今度の会議予定を２月の下旬頃にできないか

ということでのご提案を申し上げたいと思います。そういうことで、次回まで今回いただ

いた鶴岡市総合計画実施計画、コミュニティのあり方の素案、この周辺の具体的な組織構

成の情報提供もいただきましたので、考えてきていただきたいと思います。 

その他に移りたいと思いますが、その前に次回の開催について事務局から補足願いたいと

思います。 

総務企画課長 

当初の年度予定では、地域審議会については年度内に５回までは開催できる旨お話しし

ておりますが、次回２月の下旬というお話しありましたが、２月中・下旬を目途に開催を

お願いしたいと思います。その際、これから議論する上で、他の広域コミュニティの事情

を実際に現地に出向いて研修したり、あるいは活動されている当事者のお話しを直接伺う

機会を設けることについて、ご提案を申し上げたいと思います。 

会長 

次回２月の中下旬に開催する地域審議会では、出向いて行ってどこかのコミュニティの

研修をするか、あるいはその組織の現職の方をお招きして話しを聞くか、という提案があ

りましたが如何しましょうか。 

成田勇委員 

コミュニティ議論は大変大事なことですが、それに加えて今日説明をいただいた総合計

画実施計画この 25 年度から 27 年度までの中で、我が櫛引地区として補完することは必要

ないのか。私なりに読んでいくとあるように思いますが、そういうところについて一定の

議論をして整理をし、補完をしていくということは必要ないですか。 

会長 

委員から、実施計画についてもう少しこの審議会としても意見確保をすべきでないかと

いうご意見もありましたけど、このことについていかがですか。 

総務企画課長 

 この３カ年実施計画については、この策定に係るフロー図もありますけれども、スケジ

ュール的に２月の中・下旬に当審議会を開催して、その意見を 25～27年度の振興計画実施

計画に反映させるのは現実的に無理ですが、提言の形に纏めていただいたものを、次の 26

～28 年度の実施計画に反映させていくことはできるのではないかと思いますし、これも地
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域審議会の一つの大切な役割でないかと思いますので、そういったことで宜しければと思

います。 

会長 

スケジュール的に、２月の開催では 25～27の実施計画に反映させることは難しいが、来

年 12月までの提言までの中では可能でないか、という話しだったと思います。 

成田勇委員 

今年度の出発点が、合併後櫛引地域に元気がなくなったというようなことで始まってい

るものですから、この実施計画について我々も知恵を出すところがあれば、それも含めて

補完していくことが大切なのではと思ったものです。 

会長 

他にご意見ありませんか。無ければ時間の関係もありますので、委員からご意見もあり

ましたので、実施計画について櫛引としてはどうなんだということを一つ、櫛引のコミュ

ニティをいったいどうしていったら良いのかということについてのアウトライン、大枠を

話す会議にしたいと思いますが、皆さん宜しいですか。 

それでは次回については、視察も行かない講師も招かないみんなで話すことにして２月

の開催を予定したいと思います。 

それでは、実施計画等もう一度眺めて精査いただいて、しからば櫛引地域ではどうなん

だということと、総務企画課から提供いただいたコミュニティの資料や、コミュニティ基

本方針の素案の説明もいただきましたので、改めて振り返っていただきたいと思います。 

その他についても無いようですので、それではこれをもって終了したいと思います。 

 

 

5 閉 会                                 16：27 

総務企画課長 

長時間にわたりありがとうございました。 

 





























 









 



 




































